


発達の芽を育む認定こども園をはじめ、障害のある人は子供から成人まで、療育や

就労・生活支援を通して、一人ひとりのライフステージに応じた自立を支援します。

認定こども園、児童発達支援センター、就労移行支援や就労継続支援、生活介護、

グループホーム事業、福祉相談支援など済生会熊本福祉センターの多様な施設の

専門性と機能性を活かし、福祉を通じて地域における共生社会の実現に貢献します。



　今後は、消費税引き上げ等を財源とした幼児教

育・保育、障がい児療育の無償化が実施される予

定です。利用者さんへの周知や保育現場の混乱等

スムーズな導入に向けた対応が求められます。ま

た、将来的には、　　　　　　　　 には、求めら

れる支援者像、保育者像などが示される時代が到

来するかも知れないと期待しています。
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熊本県地域生活定着支援センター事務所を内田町から中央区の熊本県

総合福祉センター 2階へ移転
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　　 年度は「成長 ～人と組織の成長～」をキーワードに、しらふじ保育園の認定こども園へ

の移行、済生会熊本福祉相談支援センターとなでしこ園相談支援事業所の統合と、熊本市の受

託事業として「熊本市障がい者相談支援センターさいせい」をスタートさせた。このように、

地域福祉ニーズへの対応に努め、一方で人材確保・人材育成への対策のため採用計画の見直し

や職員研修の充実などに注力した。



ステップアップ研修







月に　名

の

名でス

（一般企業より）、

最終的に

年度より低い

利用率であった。

産休







作業指導員

看護師



　     年度は、      年度福祉サービス第三者評

価受審に向け、利用者満足度を高めるため、生活

介護ユニットの再編成、   型自治会の活性化を行

う。また、研修や実習を充実させ職員の質の向上

を図り、支援マニュアル等の整備により支援の標

準化を行う。地域に出かける機会や交流の場を増

やし地域との連携を深め、パンや焼き菓子材料の

見積り・業者選定を行うことで経費削減に繋げる。

　生活介護　  名、   型  名の合計   名が回答。

総合評価では「良い」「やや良い」が   ％で

年度と変わらない結果であった。生活介護利用者

からは「外出活動を増やして欲しい」という声が

多く聞かれており、外出活動の目的を明確にし充

実を図り、聞き取りを行いながら個別支援や活動

内での外出の機会を増やすことを計画している。





はなかった。





業採用がなく、該当者がなかった。

と比較するとやや低下した。例年　 月は支援学校

卒業対象が入所予定であるが、　　　年度は日中事









名）の受け入れを行う中で、       年度は社協主催の  

 「夏休みワークキャンプ」から、高校生   名の「お仕

事体験」が実現したことで、障害児支援における若

年層の人材確保につながることが今後期待される。

　児童発達支援ガイドラインに基づく個別支援計画

の作成に着手するとともに、　　　年度に受審した

福祉サービス第三者評価事業の結果を踏まえ、マ

ニュアルの適宜見直しや改善を行った。また、保護

者満足度向上の観点から、おたより帳の書式の変更

を行い運用開始した。ライフステージに応じた、シー

ムレス支援の獲得のため、法人内事業所や他法人生

活介護事業所への職員派遣　　　 を行うとともに、

テーマ別研修会　　　　により知識・技術の標準

化をめざした。しらふじ子ども園への職員研修（延 

べ　 名）も継続して実施した。保護者間や直接支

援以外の職員（管理的職員・給食等）とのコミュニ

ケーション機会を確保するため、「しゃぼん玉くら

ぶ」（　回、　　名参加）を企画・開催した。















（老人、救護施設など）



なでしこ園　園児の作品



済生会ウイズの利用者　中村有希さんの作品


	閲覧用PDF_h1_PAGE1
	閲覧用PDF_p01_PAGE1
	閲覧用PDF_p02_PAGE1
	閲覧用PDF_p03_PAGE1
	閲覧用PDF_p04_PAGE1
	閲覧用PDF_p05_PAGE1
	閲覧用PDF_p06_PAGE1
	閲覧用PDF_p07_PAGE1
	閲覧用PDF_p08_PAGE1
	閲覧用PDF_p09_PAGE1
	閲覧用PDF_p10_PAGE1
	閲覧用PDF_p11_PAGE1
	閲覧用PDF_p12_PAGE1
	閲覧用PDF_p13_PAGE1
	閲覧用PDF_p14_PAGE1
	閲覧用PDF_p15_PAGE1
	閲覧用PDF_p16_PAGE1
	閲覧用PDF_p17_PAGE1
	閲覧用PDF_p18_PAGE1
	閲覧用PDF_p19_PAGE1
	閲覧用PDF_p20_PAGE1
	閲覧用PDF_p21_PAGE1
	閲覧用PDF_p22_PAGE1
	閲覧用PDF_p23_PAGE1
	閲覧用PDF_p24_PAGE1
	閲覧用PDF_p25_PAGE1
	閲覧用PDF_p26_PAGE1
	閲覧用PDF_p27_PAGE1
	閲覧用PDF_p28_PAGE1
	閲覧用PDF_p29_PAGE1
	閲覧用PDF_p30_PAGE1
	閲覧用PDF_p31_PAGE1
	閲覧用PDF_p32_PAGE1
	閲覧用PDF_p33_PAGE1
	閲覧用PDF_p34_PAGE1
	閲覧用PDF_p35_PAGE1
	閲覧用PDF_p36_PAGE1
	閲覧用PDF_h4_PAGE1

